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アンデス開発公社
Aa3(Moody’s※) /A+(S&P※)/AA(JCR)
※本信用格付は、本邦において信用格付業者として登録していない格付業者が付与した格付です。
年0.30% （税引後 0.239%）
※税引後の利率は、20.315%の税金が差し引かれた利率であり、小数点以下第3位未満を切り捨てて
表示しています。

額面金額の100%
額面金額の100%
100万円
300万円以上、100万円単位
2021年5月21日～2021年6月4日
2021年6月7日～2021年6月11日
2021年6月11日（利息起算日）
2021年6月14日
2031年6月16日（約10年債）
初回2021年12月16日（ロングファーストクーポン）
毎年6月および12月の16日（年2回）
（非営業日の場合、翌営業日。ただし、翌暦月となる場合は直前の営業日となります。）

発 行 体
発 行 体 格 付

利 率

売 出 価 格
償 還 価 格
額 面 金 額
お 申 込 単 位
お申込予約期間
売 出 期 間
発 行 日
受 渡 日
満 期 償 還 日
利 払 日

アンデス開発公社
2031年6月16日満期円建債券

0.30％
利率／年（課税前）

円建の表面利率

（注）額面金額に対して上記利率を
乗じる円払い、年2回払い。

2021年
6月7日（月）～6月11日（金）

売出期間

売出要項



本債券への投資をお考えの際には、以下の主なリスク要因をご検討下さい。
詳細は目論見書にてご確認ください。

（1）価格下落リスク

（2）信用リスク

■ 手数料など諸費用について

■ 税制について（個人の場合）

■ 本債券はクーリング・オフの対象にはなりません

■ 無登録格付について

■ その他ご留意事項

円金利の上昇は本債券の主な価格下落要因です。この要因により、損失が生じるおそれがあります。

本債券は、中途解約することはできませんが、売却先の有無の状況によっては、中途売却することは可能です。
ただし本債券は流動性（換金性）が低いため、ご購入直後でも評価用参考価格（＊）が発行価格を１０％以上下回る場合があり、また、
売却時には、売却価格が評価用参考価格以下になり、投資元本を割り込むことがあります。また市場環境の変化によりさらに流動性
（換金性）が低くなり、売却できなくなる可能性があります。
＊「評価用参考価格」とは、ご購入後において、本債券の資産評価の目安となる価格です。実際の売却価格とは異なります。詳しくは
営業担当者までお問い合わせください。

本債券の利息は利子所得として、売却損益および償還差損益は上場株式等に係る譲渡所得等として、申告分離課税の対象となります。
本債券の課税上の取扱いについては必ずしも明確ではなく、上記と異なる可能性があります。詳しくは税理士等にご相談ください。
また、将来において税制改正が行われた場合は、それに従うことになります。

本資料において使用される格付けについて、以下に掲げる当該信用格付付与者は金融商品取引法第66条の27の登録を受けており
ません。無登録格付に関する留意点につきましては、「無登録格付に関する説明書」をご覧下さい。
◎ ムーディーズ・インベスターズ・サービス
◎ S&Pグローバル・レーティング

■ 目論見書等をお渡ししますので必ず内容をご確認の上、ご自身でご判断ください。
■ 販売額には限りがありますので、売り切れの際はご容赦ください。

本債券に係わる価格情報並びに格付情報については当社までお問合せください。本債券の利金・償還金のお受け取りは、原則現地
支払日の翌営業日以降となります。なお、諸般の事情により本債券の売出しを中止することがあります。あらかじめご了承ください。

将来において、本債券について税制、会計ルール等の制度変更が行われ、取扱いが変更されることがあります。

本債券を購入する場合には、購入対価のみをお支払いいただきます。

本債券のお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定の適用はありません。

（3）流動性リスク

（4）税制変更、会計ルール等の制度変更リスク

本債券は、発行体（又は保証会社等）の経営及び財務の状況の変化及びそれらに関する外部評価の変化等により価格が上下し、中途
売却の場合に投資元本を割り込むことがあります。また、信用状況の悪化等により、元本や利金の支払いが滞ったり、支払い不能が
生じることにより、元本を欠損し、損失が生じるおそれがあります。なお、金融機関が発行する債券は、信用状況が悪化して破綻の
おそれがある場合などには、発行者の本拠所在地国の破綻処理制度が適用され、所管の監督官庁の権限で、債権順位に従って元本
や利子の削減や株式への転換等が行われる可能性があります。ただし、適用される制度は発行者の本拠所在地国により異なり、また
今後変更される可能性があります。

アンデス開発公社（以下「公社」という。）は、国際協定である「アンデス開発公社の設立協定」に
従って1968年に設立され、ラテンアメリカおよびカリブ地域内の経済発展を促進および進展させる
ことを目指しています。公社は、多国間の金融機関であり、アルゼンチン、バルバドス、ボリビア、
チリ、コロンビア、コスタリカ、ドミニカ共和国、エクアドル、ジャマイカ、メキシコ、パナマ、パラグ
アイ、ペルー、ポルトガル、スペイン、トリニダードトバゴ、ウルグアイ、ベネズエラ、および同地域の
民間金融機関13社で株主が構成されています。
公社は、公社の株主国の政府、ならびにかかる株主国において活動を行っている公的機関、民間機関、
企業およびジョイント・ベンチャーに対して、金融および金融関連サービスを提供しています。
公社の目的は、公社の株主諸国がそれらの経済を多様化し、競争力を高め、さらには社会のニーズ
により敏感に応えられるように助力し、ラテンアメリカおよびカリブ地域内の持続可能な発展および
経済統合を支援することです。

本債券の主なリスク

留意事項

アンデス開発公社について

プロジェクト事例

公社の日本との関係は、国際協力銀行(JBIC)との連携が主たるものであり、公社はJBICと長期に
わたる関係を有しています。例えば、JBICは、公社に対し、付帯条件付および付帯条件なしの貸付
限度枠ならびに商業ローンを提供しています。また、2012年に、JBICおよび公社は、ラテンアメリカ
におけるインフラ整備および天然資源の開発の支援を目的とする協力協定を締結しました。
直近では、2020年３月19日に、公社は、JBICの「経済成長と環境保全の調和を目指したグローバル・
アクション」イニシアチブに基づき、JBICが共同融資する200,000,000.00米ドルを上限とする
新たなグリーン・ローン契約を締結しました。

（出所：有価証券報告書、インベスタープレゼンテーション2020をもとにバークレイズ証券作成）

日本との関係

本債券の主なリスクおよび留意事項

お申込みの際は、

サンパウロの地下鉄道に17番線を建設することで、18万4,000人が恩恵を受ける
ことになります。

パラグアイ全国の配電システムを強化し、5,259キロの電線の整備または新設
することにより、200万人が新たなエネルギーインフラの恩恵を受けます。

アルゼンチン 150,000,000米ドル

パラグアイ 170,000,000米ドル

ブラジル 220,000,000米ドル

アルゼンチンのSouth Belgrano線の整備により、電車の本数とスピードが改善
され、年間120万時間の移動時間の短縮に繋がります。

ボリビアの下水処理プロジェクトでは、下水処理システムの建設が含まれており、
これにより20万人への飲料水の提供が可能になります。

ボリビア 77,000,000米ドル
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登録を受けた信用格付業者は、①誠実義務、②利益相反防止・格付プロセスの公正性確保等の業務管理体制の整備義務、③格付対象の
証券を保有している場合の格付付与の禁止、④格付方針等の作成及び公表・説明書類の公衆縦覧等の情報開示義務等の規制を受ける
とともに、報告徴求・立入検査、業務改善命令等の金融庁の監督を受けることとなりますが、無登録格付業者は、これらの規制・監督を受けて
おりません。

1. 登録の意義について

格付情報を付与している格付会社のうち、下記の格付会社グループは金融商品取引法第66条の27に基づく登録を受けておりません。
2. 無登録の格付会社の例について

この情報は、2021年５月10日に信頼できると考えられる情報源から作成しておりますが、その正確性・完全性を当社が保証するものではありません。
詳しくは上記格付会社のホームページをご覧ください。

格付会社に対しては、市場の公正性・透明性の確保の観点から、金融商品取引法に基づく信用格付業者の登録制が導入され
ております。
これに伴い、金融商品取引業者等は、無登録格付業者が付与した格付を利用して勧誘を行う場合には、金融商品取引法によ
り、無登録格付である旨及び登録の意義等を顧客に告げなければならないこととされております。
以下は、同法に基づいた無登録格付業者に関する説明です。

格付会社グループ
の呼称等

信用格付を付与
するために用いる
方針及び方法の
概要に関する情
報の入手方法に
ついて

ムーディーズ・インベスターズ・サービス
グループ内の信用格付業者の名称及び登録番号：ムー
ディーズ・ジャパン株式会社（金融庁長官（格付）第２号）

ムーディーズ・ジャパン株式会社のホームページ（ムー
デ ィ ー ズ 日 本 語 ホ ー ム ペ ー ジ
（https://www.moodys.com/pages/default_ja.aspx）
の「信用格付事業」をクリックした後に表示されるペー
ジ）にある「無登録業者の格付の利用」欄の「無登録格
付説明関連」に掲載されております。

信用格付の前提、
意義及び限界に
ついて

ズーィデームS&Pグローバル・レーティ グン格付業者

S＆Pグローバル・レーティング・ジャパン株式会社の
ホームページ（http://www.standardandpoors.co.jp）
の「ライブラリ・規制関連」の「無登録格付け情報」
（ h t t p : / / w w w . s t a n d a r d a n d p o o r s .
co.jp/unregistered）に掲載されております。

S&Pグローバル・レーティング
グループ内の信用格付業者の名称及び登録番号：S&P
グローバル・レーティング・ジャパン株式会社（金融庁長官
（格付）第５号）

無登録格付に関する説明書

売出要項

S&Pグローバル・レーティングの信用格付は、発行体ま
たは特定の債務の将来の信用力に関する現時点にお
ける意見であり、発行体または特定の債務が債務不履
行に陥る確率を示した指標ではなく、信用力を保証す
るものでもありません。また、信用格付は、証券の購入、
売却または保有を推奨するものでなく、債務の市場流
動性や流通市場での価格を示すものでもありません。
信用格付は、業績や外部環境の変化、裏付け資産の
パフォーマンスやカウンターパーティの信用力変化など、
さまざまな要因により変動する可能性があります。
S&Pグローバル・レーティングは、信頼しうると判断した
情報源から提供された情報を利用して格付分析を行っ
ており、格付意見に達することができるだけの十分な品
質および量の情報が備わっていると考えられる場合に
のみ信用格付を付与します。しかしながら、S&Pグロー
バル・レーティングは、発行体やその他の第三者から提
供された情報について、監査、デューデリジェンスまたは
独自の検証を行っておらず、また、格付付与に利用した
情報や、かかる情報の利用により得られた結果の正確
性、完全性、適時性を保証するものではありません。さら
に、信用格付によっては、利用可能なヒストリカルデータ
が限定的であることに起因する潜在的なリスクが存在
する場合もあることに留意する必要があります。

ムーディーズ・インベスターズ・サービス（以下、「ムーディー
ズ」という。）の信用格付は、事業体、与信契約、債務又は
債務類似証 券の将来の相対的信用リスクについての、
現時点の意見です。ムーディーズは、信用リスクを、事業
体が契約上・財務上の義務を期日に 履行できないリス
ク及びデフォルト事由が発生した場合に見込まれるあら
ゆる種類の財産的損失と定義しています。信用格付
は、流動性リスク、市場リスク、価格変動性及びその他
のリスクについて言及するものではありません。また、信
用格付は、投資 又は財務に関する助言を構成するもの
ではなく、特定の証券の購入、売却、又は保有を推奨す
るものではありません。ムーディーズは、い かなる形式又
は方法によっても、これらの格付若しくはその他の意見
又は情報の正確性、適時性、完全性、商品性及び特定
の目的への適合性について、明示的、黙示的を問わず、
いかなる保証も行っていません。
ムーディーズは、信用格付に関する信用評価を、発行体
から取得した情報、公表情報を基礎として行っておりま
す。ムーディーズは、これらの情報が十分な品質を有し、
またその情報源がムーディーズにとって信頼できると考
えられるものであることを確保するため、全ての必 要な
措置を講じています。しかし、ムーディーズは監査を行う
者ではなく、格付の過程で受領した情報の正確性及
び有効性について常に独自の検証を行うことはできま
せん。




